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小
根
山
地
区
の
小
川
神
社
の
左
側
に
鎮
座
す
る
御
射
山
神
社
。
こ

の
神
社
の
創
建
は
不
詳
で
あ
る
と
の
こ
と
、
正
殿
に
建た

て
み
な
か
た
の
み
こ
と

御
名
方
命
、

相
殿
に
大お

お
な
む
ち
の
み
こ
と

巳
貴
命
・
少す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

彦
名
命
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
５
年
太
政
官
布
告「
学
制
」発
布
に
よ
り
小
川
学
校
用
地（
後

の
小
川
小
学
校
小
根
山
部
校
）
に
よ
り
現
在
の
地
に
移
転
し
、
明

治
41
年
に
稲
荷
神
社
を
除
く
小
根
山
地
域
内
の
神
社
と
共
に
小
川

神
社
の
合
祀
に
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
跡
地
に
は
樹
齢
九
百
年
以
上
と

い
わ
れ
る
杉
の
巨
木
が
あ
り
「
も
り
き（
杜

木
）」
と
呼
ば
れ
地
域
の
「
心
の
拠
所
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
神
社
で
は
、
お
盆
が
過
ぎ
た
８
月

26
日
は
御
射
山
祭
の
宵
祭
り
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
併
せ
奉
納
短
歌
が
昭
和
４
年

小
根
山
青
年
会
主
催
神
社
後
援
で
行
わ
れ

た
の
が
始
ま
り
、
現
在
は
小
根
山
分
館
と

神
社
が
協
力
し
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
募
集
し
た
奉
納
短
歌
は
小
川
神
社
回

廊
に
掲
げ
ら
れ
ま
す
。
近
年
は
祭
日
に
近

い
土
日
に
実
施
。
今
年
は
25
日
の
日
曜
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
御
射
山
祭
、
昔
か
ら
西
山
地
域
一

帯
で
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
で
、
地
域

に
伝
わ
る
話
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
昔
「
吉き

ち
え
も
ん
ヱ
門
」
と
い
う
根
っ
か
ら

の
働
き
も
の
が
い
ま
し
た
。
毎
日
、
弁
当

持
ち
で
山
へ
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る

日
弁
当
を
持
っ
て
行
っ
た
が
箸
を
忘
れ
て

き
た
の
で
「
カ
ヤ
を
切
っ
て
箸
に
し
よ
う
」
と
山
の
カ
ヤ
を
鎌
で
切
っ

て
箸
に
し
、弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。仕
事
が
終
わ
り
家
へ
帰
る
が
早
く
、

急
に
腹
が
痛
み
出
し
、
あ
げ
た
り
下
し
た
り
家
中
大
騒
ぎ
で
し
た
。

一
週
間
ほ
ど
で
家
中
の
者
は
も
と
よ
り
、
近
所
の
人
達
も
腹
が
痛

み
出
し
亡
く
な
る
方
が
出
る
騒
ぎ
。
村
人
は
こ
れ
に
は
大
変
困
り
、

村
中
で
話
し
合
い
の
結
果
、
行
者
を
頼
み
易
を
占
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
御
射
山
様
か
ら
の
お
告
げ
と
し
、「
ま
ず
、
カ
ヤ
は

８
月
26
日
以
前
に
使
っ
て
は
な
ら
な
い
事
、
そ
し
て
初
め
て
病
ん
だ

人
は
生
の
ま
ま
異
国
へ
送
る
事
、
そ
う
す
れ
ば
、
病
気
は
治
ま
る
だ

ろ
う
ぞ
」
と
い
う
お
告
げ
で
し
た
。

も
と
も
と
こ
の
病
気
は
、
流
行
り
病
で
当
時
は
赤
腹
（
赤
痢
）

と
い
っ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

小
川
村
の
神
社
⑦

御
射
山
神
社
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こ
の
お
告
げ
の
あ
っ
た
夜
、
生
人
を
異
国
へ
送
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。「
誰
を
送
る
か
」
毎
日
そ
の
話
で
村
中
も

ち
き
り
な
っ
た
の
を
、
吉
ヱ
門
は
こ
の
話
を
聞
い
て
、「
俺
が
初
め

の
病
人
だ
。神
の
お
告
げ
と
あ
れ
ば
、俺
が
異
国
へ
行
き
が
し
ょ
う
。」

と
申
し
出
て
騒
ぎ
が
お
さ
ま
り
ま
し
た
。

翌
朝
「
六
つ
時
に
太
鼓
で
合
図
す
る
か
ら
送
っ
て
く
だ
さ
い
な
。

仕
度
を
し
て
お
き
や
す
で
な
あ
」
と
吉
ヱ
門
は
村
人
達
に
言
い
ま
し

た
。そ

の
朝
、
夜
の
白
々
す
る
と
き
、
吉
ヱ
門
は
太
鼓
の
合
図
で
馬
に

乗
り
、
村
人
達
に
見
送
ら
れ
異
国
へ
送
ら
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の

送
り
旗
は
、
五
色
の
紙
に
「
送
り
奉
御
腹
の
神
」
と
書
い
た
旗
を
村

人
全
員
が
持
っ
て
見
送
っ
た
の
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
村
人
達
は
ま

も
な
く
赤
腹
が
治
り
、
村
中
に
ま
た

笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
そ
の
村
人
達
は
毎
年

８
月
26
日
の
夜
、
当
番
の
家
へ
集
ま

り
、「
送
り
奉
り
御
腹
の
神
」
と
書
い

た
五
色
の
紙
へ
村
中
の
戸
数
を
書
い

て
種
麻
に
結
び
付
け
準
備
を
し
、
こ

れ
に
併
せ
て
ワ
ラ
人
形
と
馬
を
つ
く

り
、
馬
に
乗
せ
、
竹
の
棒
に
さ
し
て

送
る
行
事
が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
馬

の
人
形
の
事
を「
吉
ヱ
門
」と
言
っ
て
い
ま
す
。

村
人
達
は
26
日
夜
、
御
射
山
の
神
様
へ
お

参
り
を
済
ま
せ
、
翌
朝
、
東
の
空
が
白
々
と

す
る
頃
、
太
鼓
を
鳴
ら
し
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
に
「
腹
の
神
お
く
れ
！
」
と
叫
び
な
が
ら

村
中
を
ま
わ
り
歩
い
た
の
で
す
。

村
人
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
新
麻
（
こ
じ

ろ
麻
）
を
上
げ
て
、
無
病
で
あ
る
こ
と
を
祈

り
な
が
ら
、
こ
の
麻
を
寿
命
麻
と
も
い
っ
て

い
ま
す
。

８
月
27
日
朝
は
、
カ
ヤ
を
取
っ
て
き
て
、

こ
の
日
か
ら
カ
ヤ
の
箸
を
つ
く
り
朝
飯
の
赤

飯
を
食
べ
る
の
で
す
。
こ
の
日
か
ら
カ
ヤ
の

箸
を
使
っ
て
も
良
い
と
い
う
こ
の
地
方
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

※
カ
ヤ
に
は
、
赤
白
の
穂
花
が
あ
る
が
、
白
穂
ガ
ヤ
の
箸
を
使
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
：
ふ
る
さ
と
の
こ
こ
ろ
　
西
山
農
協
婦
人
部
）

祭
日
の
朝
、
カ
ヤ
の
箸
で
赤
飯
を
食
べ
る
風
習
が
今
で
も
残
っ
て

い
ま
す
。
近
隣
で
祭
事
を
行
っ
て
い
る
の
は
こ
の
神
社
で
す
。
昔
か

ら
の
伝
承
を
地
域
の
文
化
と
し
て
見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
参
考
資
料
：
小
川
神
社
の
御
柱
祭
）
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ぼ
く
の
家
族
を

紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
パ
パ
の
雄

士
「
タ
ケ
シ
」
は
、

夏
は
農
業
、
冬
は

圧
雪
車
で
ゲ
レ
ン

デ
を
整
備
し
て
い
る
プ
ロ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
で
す
。

マ
マ
の
生
海
「
ウ
ブ
ミ
」
は
天
使
の
よ
う
な
笑
顔
で
ぼ
く
と

遊
ん
で
く
れ
た
り
お
散
歩
に
連
れ
出
し
て
く
れ
、
い
つ
も
家
族

を
明
る
く
し
て
く
れ
る
𡈽𡈽
𡈽
家
の
𡈽
𡈽
で
す
。
𡈽
ん
な
𡈽
𡈽
の

長
男
と
し
て
去
年
の
12
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。
ぼ
く
が「
ム
ツ
ホ
」

で
す
。

約
三
千
字
あ
る
中
で
選
ば
れ
た
の
が
「
睦
」
と
「
帆
」
で
あ
る
。

睦
は
友
情
、お
だ
や
か
、冬
な
ど
の
願
い
や
イ
メ
ー
ジ
。
さ
ら
に
、

仲
良
く
な
る
、む
つ
ま
じ
い
と
ゆ
う
意
味
も
あ
っ
て
、帆
は
風
、海
、

前
向
き
な
ど
の
願
い
や
イ
メ
ー
ジ
、
風
を
は
ら
ん
で
船
を
前
進
さ

せ
る
、
順
風
満
帆
な
ど
の
意
味
も
あ
る
み
た
い
で
、
こ
の
𡈽
文
字

で
「
睦
帆
」。
𡈽
𡈽
は
仲
睦
ま
じ
い
友
𡈽
に
恵
ま
れ
、
順
風
満
帆
な

𡈽
生
を
進
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
命
名
し
た
よ
う
だ
。

「
素
敵
な
名
前
を
あ
り
が
と
う
！
」

家
族
の
紹
介
と
名
前
の
話
は
こ

こ
ま
で
に
し
て
、
次
は
僕
が
生
ま

れ
た
時
パ
パ
が
び
っ
く
り
し
た
と

言
っ
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話

し
し
よ
う
。

僕
が
生
ま
れ
る
三
ヶ
月
前
に

パ
パ
の
お
父
さ
ん
、
僕
に
と
っ
て

の
じ
い
じ
が
心
臓
の
病
気
で
亡
く

・・・・・・・・

ぼ
く
の
名
前
は
「
睦
帆
」
で
す
。

�

𡈽𡈽ど
い井

　
睦む
つ
ほ帆
（
夏
和
和
田
）
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な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

そ
し
て
、三
ヶ
月
後
の
12
月
。

雪
も
チ
ラ
チ
ラ
降
り
始
め

「
予
定
日
よ
り
早
く
生
ま
れ
て

き
そ
う
だ
ね
」
と
か
「
仕
事

前
の
休
暇
中
に
生
ま
れ
て
き

て
く
れ
た
ら
立
ち
会
い
も
で
き

る
ね
」
と
ゆ
う
二
人
の
会
話
が

聞
こ
え
て
き
た
の
で
「
よ
し
よ

し
！
じ
ゃ
出
る
ぞ
！
」
っ
と
、
予
定
日
よ
り
３
日
早
く
出
て
き
て

や
り
ま
し
た
。
笑

夜
10
時
陣
痛
が
始
ま
っ
て
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
ま
で
約
17
時

間
、
少
し
酸
素
も
少
な
く
な
っ
て
危
な
か
っ
た
け
ど
や
っ
と
二
人

に
会
え
た
！

「
パ
パ
。
立
ち
会
い
中
マ
マ
の
背
中
摩
っ
た
り
し
て
た
け
ど
、
テ

ン
パ
っ
て
た
ね
！
面
白
か
っ
た
よ
。
笑
」

そ
し
て
、
待
ち
に
待
っ
た
初
対
面
の
時
、
パ
パ
が
こ
こ
で
び
っ

く
り
し
た
と
言
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
生
ま
れ
た
て
の
僕
の
顔
と
、

じ
い
じ
の
顔
が
そ
っ
く
り
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
。

「
親
父
も
む
っ
ち
ゃ
ん
の
事
を
お
腹
で
守
り
な
が
ら
一
緒
に
出
て

き
て
く
れ
た
」
っ
て
パ
パ
は
思
え
た
し
、
少
し
の
時
間
だ
っ
た
け

ど
ま
た
親
父
に
会
え
た
。

抱
っ
こ
し
て
も
ら
う
事
は
叶
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
そ
れ
以
上
の

事
を
し
て
も
ら
え
た
っ
て
思
え
て
、
引
っ
か
か
っ
て
い
た
気
持
ち

が
ス
ッ
と
落
と
し
込
め
た
っ
て
。

じ
い
じ
に
似
て
い
た
の
は
本
当
に
少
し
の
間
で
、
時
間
が
経
て

ば
マ
マ
似
の
顔
に
！
笑

不
思
議
な
事
も
あ
る
も
ん
や
な
ぁ
〜
っ
と
　
し
み
じ
み
思
っ
た

よ
う
で
す
。

今
僕
は
元
気
に
ス
ク
ス
ク
成
長
中
！

体
重
も
10
キ
ロ
近
く
あ
り
、
む
ち
む
ち
の
む
っ
ち
ゃ
ん
で
す
。

マ
マ
と
パ
パ
の
も
と
に
生
ま

れ
て
、
こ
こ
小
川
に
３
人
で
暮

ら
せ
て
幸
せ
だ
！

こ
こ
に
生
ま
れ
て
良
か
っ

た
！そ

う
！
僕
の
名
前
は「
睦
帆
」

で
す
。
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７
月
の
あ
る
日
、
公
民
館
図
書
室
を
訪
れ
た
学
生
が
い
ま
し
た
。
利
用
目

的
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
場
所
を
確
認
し
、
自
分
の

ブ
ロ
グ
に
載
せ
た
い
と
熱
心
に
調
べ
始
め
ま
し
た
。
出
身
は
新
潟
県
で
、
大

学
の
夏
休
み
を
利
用
し
新
潟
県
内
を
調
べ
つ
く
し
長
野
県
内
を
調
べ
に
来
た

と
い
う
の
で
、
小
川
小
学
校
開
校
で
廃
校
に
な
っ
た
場
所
を
教
え
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
で
必
要
な
情
報
を
得
ら
れ
る
な
か
、
わ
か
ら
な
い
情
報
を
訪
ね
て

来
る
に
は
珍
し
い
な
と
、
学
生
さ
ん
に
刺
激
さ
れ
、
廃
校
に
な
っ
た
跡
地
が

現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
探
索
し
て
み
ま
し
た
。

☆
昭
和
の
合
併
前
に
廃
校

〇
沢
入
分
教
場
（
第
４
分
教
場
）

北
小
川
村
と
南
小
川
村
が
昭
和
30
年
４
月
１
日
の
合
併
前
に
、
合
併
問

題
と
関
連
し
て
児
童
の
南
小
川
小
根
山
分
校
へ
の
委
託
協
議
の
結
果
、
昭
和

29
年
７
月
17
日
に
廃
校
が
決
ま
り
、
同
年
８
月
17
日
に
廃
校
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
明
治
25
年
に
沢
入
分
教
場
と
し
て
開
校
し
、
第
４
分
教
場
に
改
称

し
、
63
年
間
に
わ
た
り
古
山
西
地
区
の
児
童
を
受

入
れ
て
い
ま
し
た
。
廃
校
後
、
建
物
は
平
成
の
初

め
ま
で
選
挙
の
投
票
所
と
し
て
、
地
元
の
集
会
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
草
木
に
覆

わ
れ
小
高
い
丘
の
上
に
建
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。

☆
昭
和
の
合
併
後
に
廃
校

〇
久
木
分
校

昭
和
38
年
３
月
に
閉
校
し
た
久
木
分
校
。
明
治

13
年
に
久
木
支
校
と
し
て
開
校
し
、久
木
分
教
場
、

久
木
分
校
に
改
称
し
、
83
年
間
に
わ
た
り
久
木
地

区
の
児
童
を
受
入
れ
て
い
ま
し
た
。
廃
校
後
、「
久

木
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
」
が
建
ち
、
敷
地
に
記

念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

〇
北
畑
分
校

昭
和
43
年
３
月
27
日
に
閉
校
式
が
行
わ
れ
た
北

畑
分
校
。
明
治
６
年
法
蔵
寺
衆
寮
に
瀬ら

い
せ
ん川
学
校
が

開
設
さ
れ
た
の
が
北
畑
分
校
の
前
身
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
明
治
24
年
北
畑
支
校
と
し
て
開

校
し
、
北
畑
分
教
場
、
第
２
分
教
場
、
北
畑
分
校

に
改
称
し
、
昭
和
32
年
に
小
川
南
小
学
校
の
分
校

に
移
管
さ
れ
ま
す
。
77
年
間
に
わ
た
り
古
山
東
地

区
お
よ
び
川
手
地
区
一
部
の
児
童
を
受
入
れ
て
い

ま
し
た
。
廃
校
後
、「
法
蔵
寺
墓
地
」
と
し
て
墓

石
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

〇
花
尾
分
校

昭
和
46
年
３
月
27
日
に
閉
校
式
が
行
わ
れ
た

花
尾
分
校
。
明
治
７
年
に
花
尾
支
校
と
し
て
開
校

し
、
花
尾
分
教
場
、
花
尾
分
校
に
改
称
し
、
97
年

間
に
わ
た
り
花
尾
地
区
の
児
童
を
受
入
れ
て
い
ま

し
た
。
廃
校
後
、「
花
尾
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
」

が
建
っ
て
い
ま
す
。

☆
統
合
前
に

〇
昭
和
48
年
度
「
小
川
小
学
校
」
と
し
て

新
校
舎
が
完
成
す
る
ま
で
、
旧
本
校
、
分
校
が

廃
止
さ
れ
「
部
校
制
」
が
適
用
。

「
廃
校
後
の
現
在
」

歴
史
探
索

沢入分教場

花尾分校 北畑分校 久木分校
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小
川
南
小
学
校
→
小
川
小
学
校
南
部
校

小
根
山
分
校
　
→
小
川
小
学
校
小
根
山
部
校

小
川
北
小
学
校
→
小
川
小
学
校
北
部
校

日
本
記
分
校
　
→
小
川
小
学
校
日
本
記
部
校

桐
山
分
校
　
　
→
小
川
小
学
校
桐
山
部
校

☆
昭
和
50
年
４
月
　
小
川
小
学
校
開
校
と
と
も
に
５
部
校
閉
校

〇
小
川
小
学
校
南
部
校

明
治
７
年
２
月
に
竹
生
学
校
と
し
て
開
校
し
、

高
府
学
校
、小
学
高
府
学
校
、小
学
尋
常
高
府
学
校
、

南
小
川
尋
常
小
学
校
、
高
府
尋
常
小
学
校
、
高
府

尋
常
高
等
小
学
校
、
戦
争
前
は
南
小
川
尋
常
高
等

小
学
校
、
戦
時
中
は
南
小
川
国
民
学
校
、
終
戦
後

は
南
小
川
小
学
校
、
合
併
後
は
小
川
南
小
学
校
、

統
合
前
に
小
川
小
学
校
南
部
校
に
改
称
し
、
南
小

川
地
区
の
本
校
と
し
て
児
童
を
受
入
れ
て
い
ま
し

た
。
開
校
100
年
目
の
節
目
に
廃
校
に
な
り
ま
し
た
。

廃
校
後
は
現
在
の
小
川
小
学
校
が
建
っ
て
い
ま
す
。

〇
小
川
小
学
校
小
根
山
部
校

明
治
７
年
５
月
に
小
川
学
校
と
し
て
開
校
し
、

小
学
小
川
学
校
、
小
根
山
支
校
、
小
根
山
分
教
場
、

小
根
山
尋
常
小
学
校
、
小
根
山
尋
常
高
等
小
学
校
、

小
根
山
分
教
場
、
小
根
山
分
校
、
小
川
小
学
校
小

根
山
部
校
に
改
称
し
、
小
根
山
区
域
の
児
童
を
受

入
れ
て
い
ま
し
た
。
開
校
100
周
年
の
節
目
に
廃
校

に
な
り
ま
し
た
。
廃
校
後
、「
小
根
山
生
活
セ
ン

タ
ー
」
と「
旧
小
根
山
保
育
所
」が
建
っ
て
い
ま
す
。

〇
小
川
小
学
校
北
部
校

明
治
６
年
12
月
に
瀬ら

い
せ
ん川
学
校
と
し
て
開
校
し
、

瀬
川
南
学
校
、
瀬
川
学
校
尋
常
科
、
北
小
川
瀬
戸

川
簡
易
学
校
、
北
小
川
尋
常
小
学
校
、
戦
争
前
は

北
小
川
尋
常
高
等
小
学
校
、
戦
時
中
は
北
小
川
国

民
学
校
、
終
戦
後
は
北
小
川
小
学
校
、
合
併
後
に

小
川
北
小
学
校
、
統
合
前
に
小
川
小
学
校
北
部
校

に
改
称
し
、
北
小
川
地
区
の
本
校
と
し
て
児
童
を

受
入
れ
て
い
ま
し
た
。
開
校
100
周
年
の
節
目
に
廃

校
に
な
り
ま
し
た
。
廃
校
後
、「
瀬
戸
川
集
会
所
」

と
「
く
つ
ろ
ぎ
の
郷
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

〇
小
川
小
学
校
日
本
記
部
校

明
治
８
年
６
月
に
高
山
寺
支
校
と
し
て
開
校

し
、
稲
丘
学
校
、
稲
丘
支
校
、
稲
丘
簡
易
小
学
校
、

飯
米
場
支
校
、
飯
米
場
分
教
場
、
第
1
分
教
場
、

日
本
記
分
校
、
小
川
小
学
校
日
本
記
部
校
に
改
称

し
、
99
年
間
に
わ
た
り
稲
丘
東
西
、
法
地
、
上
北

尾
区
域
の
児
童
を
受
入
れ
て
い
ま
し
た
。
廃
校
後
、

「
ア
ル
ペ
ン
ド
ー
ム
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

〇
小
川
小
学
校
桐
山
部
校

明
治
７
年
２
月
に
桐
山
支
校
と
し
て
開
校
し
、

桐
山
派
出
所
、
桐
山
支
校
、
桐
山
分
教
場
、
第
三

分
教
場
、
小
川
小
学
校
桐
山
部
校
に
改
称
し
、
桐

山
、
川
上
地
区
の
児
童
を
受
入
れ
て
い
ま
し
た
。

開
校
100
周
年
の
節
目
に
廃
校
に
な
り
ま
し
た
。
廃

校
後
、
更
地
に
な
り
「
携
帯
電
話
中
継
基
地
局
」

が
建
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　（
参
考
資
料
：
小
川
村
史
、
縮
刷
版
館
報
お
が
わ
）

統合前の南部校小根山部校

北部校日本記部校桐山部校
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「
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
あ
る
か
な
。

30
年
前
は
荒
れ
た
農
地
だ
っ
た
が
、

55
才
の
時
に
生
ま
れ
育
っ
た
小
川

で
桃
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
樹
を
栽

培
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
た
く
て

開
墾
し
た
。
今
で
は
10
種
類
（
50

品
種
）の
果
物
を
作
っ
て
い
る
よ
。」

と
満
足
気
に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
、
果
樹
一
筋
60
年
。
午
年
生
ま
れ
の
82
才
戸
谷
公
次
さ
ん
。
一

年
の
う
ち
３
０
０
日
近
く
、
住
ま
い
の
長
野
市
篠
ノ
井
か
ら
古
山
の

果
樹
園
に
足
を
運
び
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

戸
谷
さ
ん
は
古
山
東
地
区
西
戸
谷
地
籍
生
ま
れ
。
元
々
ご
両
親

は
養
蚕
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
代
に
養
蚕
業
が
行

き
詰
ま
り
村
内
で
り
ん
ご
栽
培
が
広
が
り
を
み
せ
、
戸
谷
家
も
り

ん
ご
栽
培
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
影
響
を
受
け
、

公
次
さ
ん
も
須
坂
市
の
果
樹
試
験
場
内
に
あ
る
農
業
大
学
校
を
就

戸
谷

　公
次
さ
ん

（
古
山
東
出
身
）

学
後
、
共
和
園
芸
農
協
に
入
り
技

術
員
と
し
て
９
年
間
活
躍
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
43
年
に
長
野
県
内
の

果
樹
専
業
農
家
の
組
織
「
財
団
法
人

長
野
県
果
樹
研
究
会
」
を
設
立
。
多

い
時
で
２
０
０
０
人
以
上
の
会
員
が

い
た
こ
の
会
で
、
27
年
間
果
物
指
導

部
長
と
し
て
指
導
に
あ
た
っ
た
そ
う

で
、
小
川
村
で
も
り
ん
ご
農
家
を
中

心
に
栽
培
指
導
を
さ
れ
た
そ
う
で

す
。ま

た
、
戸
谷
さ
ん
は
「
戸
谷
式
整

枝
法
」
と
呼
ば
れ
る
り
ん
ご
の
半
わ

い
化
栽
培
を
考
案
し
実
践
し
た
第
一

人
者
。
半
わ
い
化
栽
培
で
は
「
小
川

の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

半
わ
い
化
栽
培
と
は
、
り
ん
ご
は

従
来
、「
開
心
形
の
普
通
栽
培
」
と
「
主
幹
形
の
わ
い
化
栽
培
」
に

分
け
ら
れ
ま
す
が
、
戸
谷
さ
ん
が
考
案
し
た
半
わ
い
化
栽
培
は
ち
ょ

う
ど
そ
の
二
つ
の
栽
培
技
法
の
中
間
で
、
枝
が
高
く
な
ら
ず
横
に
広

が
る
た
め
作
業
や
収
穫
が
し
や
す
い
の
が
特
徴
。
そ
し
て
こ
の
栽
培

技
法
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て「
園
地
、土
壌
条
件
の
適
用
範
囲
が
広
い
」、 半わい化栽培（開心形）
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見
に
行
っ
た
よ
。

こ
う
や
っ
て
旅
行

で
き
る
の
も
果
樹

栽
培
を
や
っ
て
い

る
お
か
げ
だ
ね
」

と
笑
顔
で
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

当
初
、
奥
様
と

二
人
で
始
め
た
果

樹
栽
培
。
10
年
ほ

ど
前
か
ら
は
、
親
戚
の
方
々
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
、

現
在
は
、
さ
ん
さ
ん
市
場
を
含
む
長
野
市
や
白
馬
に
あ
る
４
か
所
の

直
売
所
に
果
物
を
出
荷
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
２
年
ほ
ど
前
か
ら
戸
谷
さ
ん
の
後
継
者
と
し
て
甥
っ
子

が
リ
ン
ゴ
作
業
に
あ
た
っ
て
お
り
、
戸
谷
さ
ん
は
ブ
ド
ウ
栽
培
に
力

を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
果
樹
は
永
年
作
物
。
死
ぬ
ま
で
植
え
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
新

品
種
も
作
れ
る
。果
樹
栽
培
を
取
り
入
れ
た
親
に
も
感
謝
し
て
い
る
。

果
樹
栽
培
を
選
ん
で
、
最
高
の
人
生
だ
っ
た
」
と
戸
谷
さ
ん
。
最
後

に「
定
年
に
な
っ
た
ら
是
非
、百
姓（
果
樹
栽
培
）を
や
っ
て
欲
し
い
。

や
り
た
い
人
が
い
れ
ば
い
つ
で
も
訪
ね
て
き
て
欲
し
い
」
と
生
涯
現

役
で
果
樹
栽
培
の
普
及
に
取
り
組
む
意
欲
を
覗
か
せ
て
い
ま
し
た
。

「
高
品
質
で
商
品
化
率
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
」、「
誰
に
で
も
で
き

る
簡
単
な
技
術
と
し
て
応
用
で
き
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
栽
培
技
法
は
全
国
的
に
も
話
題
と
な
り
、
農
業
雑
誌
や
新
聞
等

に
も
紹
介
さ
れ
、
10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
日
本
全
国
か
ら
年
間
五
十

組
ほ
ど
視
察
に
訪
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
山
形
県
村
山
地
方
の
朝

日
町
で
は
、
リ
ン
ゴ
栽
培
技
術
に
「
戸
谷
式
整
枝
法
」
を
全
面
的
に

取
り
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

果
樹
栽
培
一
筋
で
今
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
戸
谷
さ
ん
。「
果
樹

は
手
間
暇
か
か
る
が
苦
労
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
こ
と
は
な
い
。
60

年
も
や
っ
て
い
る
と
ポ
イ
ン
ト

も
わ
か
る
」「
果
物
づ
く
り
は

楽
し
い
」
と
言
い
切
り
ま
す
。

そ
し
て
、「
小
川
で
も
果
樹
栽

培
で
生
計
を
立
て
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
そ
う
断
言
で
き
る
の
は

ご
自
身
の
経
験
か
ら
で
す
。「
楽

し
み
で
日
本
中
旅
行
に
行
っ
て

い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
に
も
乗
り
、

10
日
間
の
船
旅
を
こ
れ
ま
で
に

２
回
ほ
ど
楽
し
ん
だ
か
な
。
野

球
も
好
き
で
W
B
C
の
試
合
も

栽培方式 台木 樹形 栽培密度
(10a当たり)

成園化
年　数

普通栽培 マルバカイドウ 開心形 10～20本 15年以上

わい化栽培 わい性台木 主幹形 150本 7年

半わい化栽培 わい性台木 開心形 40本 7年

密植栽培
強いわい性台木
(M９自根)

主幹形 150～300本 5年

リンゴの主な栽培方式

戸 谷 式 整 枝 法
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８
月
２
日
、
７
時
25
分
。
小
学
生
15
名
が
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
を
背
負
い
、
小
川
村
公
民
館
へ
集
結
し
ま
し

た
。
夏
休
み
中
だ
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
友
達
と
再

会
し
て
、
朝
か
ら
興
奮
気
味
の
面
々
。
早
速
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
飯
田
市
へ
出
発
で
す
。
公
民
館

職
員
、
図
書
委
員
が
引
率
し
て
向
か
っ
た
先
は
、
い
い

だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
で
す
。
日
本
最
大
の
人
形
劇
の
祭

典
で
、
全
国
、
世
界
か
ら
約
3
0
0
劇
団
が
集
ま
り
、

夏のイベント

「　　　　　　　　　　　　」に行こう！
無事に終了しました

4
日
間
か
け
て
4
0
0
以
上
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
来
場
者
は
延

べ
4
万
人
で
、
私
達
も
韓
国
や
台
湾
か
ら
鑑
賞
に
来
た
制
服
の
子
ど

も
達
を
数
団
体
見
か
け
ま
し
た
。

今
回
は
３
つ
の
人
形
劇
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

台
湾
人
形
劇
（
西
遊
記
の
一
話
）
を
中
国
語
と
日
本
語
字
幕
で
鑑
賞

し
た
こ
と
で
す
。
台
湾
中
学
生
の
人
形
捌
き
と
勢
い
あ
る
ド
ラ
等
を

使
っ
た
生
演
奏
は
圧
巻
で
し
た
。
前
列
ま
で
自
ら
動
い
て
見
入
っ
て

い
た
子
、
音
の
大
き
さ
に
驚
い
て
耳
を
塞
ぎ
な
が
ら
後
方
で
鑑
賞
し

て
い
た
子
も
い
ま
し
た
。
往
復
の
バ
ス
内
で
も
存
分
に
友
達
と
交
流

し
、
夏
の
思
い
出
と
笑
顔
共
に
夕
方
小

川
村
へ
戻
り
ま
し
た
。

第116号
図書委員会
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公
民
館
図
書
室
の
一
角
に
は
、
ち
ょ
っ
と
懐
か
し
い
、
け
れ

ど
も
、名
作
が
揃
っ
た
漫
画
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

今
回
オ
ス
ス
メ
の
一
冊
が
「
岳
」
で
す
。（
最
近
、
映
画
で
も
話

題
に
な
っ
た
「
B
L
U
E 
G
I
A
N
T
」
の
作
者
石
塚
真
一
先

生
の
デ
ビ
ュ
ー
作
）
山
岳
援
助
に
つ
い
て
の
話
で
、
読
ん
で
い
る

時
は
「
山
怖
い
、
山
行
き
た
く
な
い
」
と
思
う
の
で
す
が
、
読
み

終
わ
る
と
「
山
に
登
っ
て
み
た
い
な
」
と
思
う
、
不
思
議
な
漫
画

で
す
。
山
と
命
に
懸
命
に
向
き
合
う
人
々
の
物
語
が
、
い
つ
も
眺

め
て
い
る
北
ア
ル
プ
ス
を
ま
た
違
っ
た
景
色
に
見
せ
て
く
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

『
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
』

　
　
　エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

田た
し
ろ代

　愛ひ
な

芽た 

ち
ゃ
ん

令和５年７月から令和５年12月生まれの赤ちゃん〜生後6ヶ月の赤ちゃんへ　本のプレゼント〜

𡈽𡈽ど

井い

　睦む
つ

帆ほ 

く
ん

『子どもに読んで聞かせたい本は？』

図
書
室
の
楽
し
み
方
～
私
の
お
気
に
入
り
・

�

漫
画
コ
ー
ナ
ー
～

「
岳
」シ
リ
ー
ズ
。こ
の
ほ
か
、
映
画
や
ア

ニ
メ
で
知
っ
て
い
る
漫
画
も
た
く
さ
ん

置
い
て
あ
り
ま
す
。

漫
画
の
神
様
と
呼
ば
れ
た
手
塚
治
虫
を

は
じ
め
、
名
作
も
た
く
さ
ん
揃
っ
て
い

る
の
で
、
親
子
三
世
代
で
楽
し
め
る
。

『
14
ひ
き
の
シ
リ
ー
ズ
』

　
　
　い
わ
む
ら
か
ず
お

只今準備中 冬のイベント お知らせ
今年の冬も、小学生を対象にした読み聞かせとお楽しみのミニイベントを

計画中です。ワクワク気分のクリスマスシーズンをみんなで楽しみましょう！
12月に開催予定です。詳細は後日配布のチラシをご覧ください。
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美
会
に
お
住
い
の
91
歳
の
大
日
方
さ
ん
。「
認
知
の
予
防
に
」
と
、

様
々
な
活
動
に
参
加
し
、
活
き
活
き
と
毎
日
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
そ
ん
な
大
日
方
さ
ん
の
元
気
な
秘
訣
は
何
か
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

大
日
方
さ
ん
は
８
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、
小
さ
い
頃
か

ら
兄
弟
の
面
倒
を
よ
く
見
て
い
た
そ
う
で
す
。「
昔
は
子
ど
も
が
家

の
こ
と
を
手
伝
う
の
が
当
た
り
前
。」
学
校
か
ら
帰
る
と
親
の
手
助

け
に
下
の
子
を
お
ん
ぶ
し
な
が
ら
勉
強
を
し
て
い
た
と
話
さ
れ
ま
し

た
。結

婚
し
美
会
へ
嫁
い
で
66
年
間
、
最
初
は
牛
の
世
話
な
ど
家
の

仕
事
も
こ
な
し
な
が
ら
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
、
隣
近
所
数
軒
で

ホ
ッ
プ
栽
培
な
ど
共
同
作
業
し
た
そ
う
で
、

「
苦
労
も
多
か
っ
た
が
家
族
や
近
所
で
支
え

合
っ
て
生
活
し
て
い
た
。」
と
当
時
を
懐
か

し
く
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
か
ら
手
が
離
れ
た
こ
ろ
に
は
、

地
元
の
会
社
で
定
年
ま
で
勤
め
、
景
気
の

い
い
時
期
に
働
け
た
お
か
げ
で
、
い
ろ
ん
な
場
所
へ
旅
行
が
出
来
た

こ
と
が
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
で
も
兄
弟
８
人

健
在
で
会
話
や
仲
間
と
の
お
出
掛
け
な
ど
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
な
か
で
、
月
１
回
の
小
川
短
歌
会
や
週
１
回
の
ず

く
会
へ
の
参
加
な
ど
、
カ
レ
ン
ダ
ー
は
予
定
で
び
っ
し
り
で
す
。

小
川
短
歌
会
は
亡
夫
・
一
智
さ
ん
が
長
年
会
長
を
務
め
、
17
年

前
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
代
わ
り
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
も
楽

し
み
な
が
ら
短
歌
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。

「
今
こ
う
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。」
と
、
若
い
時

期
に
苦
労
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
現
在
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。「
人
に
会
っ
て
話
す
こ
と
が
い
ち

ば
ん
。」
仲
間
や
子
ど
も
達
と
会
っ
て
話
を
す
る
こ
と
が
大
日
方
さ

ん
の
大
き
な
楽
し
み
、
そ
し
て
生
き
が
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
」大日

方
　
弘
子
（
美
会
）

人
生
百
年

　私
の
生
き
が
い
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前
号
に
引
き
続
き
、
昭
和
40
年
前
後
の
地
域
で
使
わ
れ
て
い
た

生
活
道
路
に
つ
い
て
、
毎
日
郵
便
配
達
を
し
た
染
野
利
喜
雄
さ
ん
に

詳
し
く
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

朝
8
時
に
高
府
郵
便
局
に
出
局
、
北
小
川
郵
便
局
ま
で
自
転
車

で
向
か
う
前
に
鞄
に
ハ
ガ
キ
、
封
筒
、
新
聞
の
ほ
か
、
補
助
袋
、
小

包
を
整
理
し
持
っ
て
行
き
ま
す
。

北
小
川
郵
便
局
に
必
要
な
郵
便
物
等
を
納
め
、
局
周
辺
の
小
川

北
小
学
校
、
北
小
川
農
協
及
び
平
か
ら
「
郵
便
で
〜
す
」
と
配
達

を
は
じ
め
ま
す
。
川
を
渡
っ
て
新
井
、対
岸
の
尾
根
を
登
っ
て
横
捲
、

下
っ
て
瀬
戸
川
落
合
の
右
沢
筋
に
沿
っ
て
上
流
を
目
指
し
ま
す
。
途

中
で
稗
之
久
保
を
上
り
下
り
、
牧
之
内
か
ら
埋
牧
へ
配
達
し
、
山
中

へ
の
配
達
に
約
40
分
か
け
て
往
復
し
ま
す
が
、
冬
期
間
（
12
/
15
〜

3
/
15
）
は
雪
の
影
響
で
配
達
が
困
難
な
た
め
、
埋
牧
集
落
外
れ
の

軒
先
に
郵
政
省
指
定
の
郵
便
箱
を
設
置
し
、
郵
便
物
が
あ
れ
ば
連

絡
を
取
り
扱
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
埋
牧
を
過
ぎ
て
法
地
区
に
入
り

ま
す
。
法
地
番
場
か
ら
久
保
中
村
、
法
地
李
平
と
瀬
戸
川
の
上
流
、

瀬
戸
川
神
社
ま
で
上
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
神
社
の
裏
は
分
水
嶺

で
鬼
無
里
十
二
平
の
水
力
発
電

所
が
あ
っ
た
昔
か
ら
の
沢
筋
古

道
に
辿
り
ま
す
。上
流
ま
で
上
っ

て
き
た
道
を
埋
牧
ま
で
下
り
ま

す
。
途
中
か
ら
天
京
ま
で
上
り
、

山
の
等
高
線
に
沿
っ
て
宮
沢
ま

で
行
き
、
沢
筋
に
沿
っ
て
花
岡

ま
で
上
り
ま
す
。
山
の
細
い
尾

根
沿
い
を
通
り
瀬
戸
川
落
合
ま

で
下
り
北
小
川
郵
便
局
ま
で
戻

り
、
集
ま
っ
た
郵
便
物
を
16
時

30
分
ま
で
に
高
府
郵
便
局
ま
で

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

染
野
利
喜
雄
（
二
反
田
）

（
元
郵
便
局
員
）

生
活
古
道

瀬
戸
川
・
法
地

④
※
車
社
会
に
な
る
前
ま
で
、
毎
日
使
っ
て
い
た
細
い

生
活
道
路
を
、
生
活
古
道
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

○〒  

 用語の解説 
※車社会になる前まで、毎日使っていた細い生活道路を、生活古道として紹介します。 

 

配達コース （塗り潰しマスは、住居人がいない集落） 

 

 
 

○〒  

稗
之
久
保 

横 捲 

法
地
番
場 

鬼
無
里
十
二
平 

高府郵便局 

北小川郵便局 明賀、並屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北 尾 

平 
小川北小学校 

北小川農協 
瀬
戸
川
落
合 

新 

井 

宮

沢 

牧
之
内 

天

京 

花

岡 

埋 

牧 

山中 

久
保
中
村 

法
地
李
平 

日本記、上北尾 十二倉(上北尾) 下北尾 成就 日
本
記 

廿越 ○〒  

 用語の解説 
※車社会になる前まで、毎日使っていた細い生活道路を、生活古道として紹介します。 

 

配達コース （塗り潰しマスは、住居人がいない集落） 

 

 
 

○〒  

稗
之
久
保 

横 捲 

法
地
番
場 

鬼
無
里
十
二
平 

高府郵便局 

北小川郵便局 明賀、並屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北 尾 

平 
小川北小学校 

北小川農協 
瀬
戸
川
落
合 

新 

井 

宮

沢 

牧
之
内 

天

京 

花

岡 

埋 

牧 

山中 

久
保
中
村 

法
地
李
平 

日本記、上北尾 十二倉(上北尾) 下北尾 成就 日
本
記 

廿越 
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９
月
29
日
〜
30
日
に
か
け
て
小
川
村
公
民
館
で
「
通
学
合
宿
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
４
年
生
以
上
の
児
童
を
対
象
に
募

集
し
、
参
加
者
は
男
子
４
名
の
４
年
生
で
１
泊
２
日
の
合
宿
が
始

ま
り
ま
し
た
。

１
日
目
。
布
団
を
持
参
し
公
民
館
に
集
合
。
食
材
は
お
店
の
都

合
で
飲
み
物
を
調
達
。
夕
食
づ
く
り
は
説
明
会
で
決
め
た
カ
レ
ー

作
り
に
玉
ね
ぎ
を
切
る
に
涙
が
…
。
日
赤
奉
仕
団
の
方
の
協
力
を

得
て
包
装
食
袋
を
使
っ
た
ご
飯
の
炊
き
出
し
の
体
験
を
行
い
、
夕

食
は
カ
レ
ー
・
サ
ラ
ダ
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
の
で
苦
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
が
、
デ
ザ
ー
ト
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
は
し
っ
か
り
食
べ

て
満
足
し
た
よ
う
で
す
。
夕
食
後
は
後
片
付
け
を
し
て
、
く
つ
ろ

ぎ
の
郷
の
お
風
呂
に
行
き
、公
民
館
に
戻
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
ス

コ
エ
ア
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
体
験
後
に
、
暗
い
公
民
館
内
を
肝
試
し
、
映

画
鑑
賞
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
タ
ウ
ン
」
を
見
て
、

９
時
半
に
は
消
灯
で
眠
り
に
つ
き
ま
し
た
。

２
日
目
。
５
時
半
に
起
床
で
し
た
が
、
ラ

ジ
オ
体
操
で
眠
気
を
吹
き
飛
ば
し
、
元
気
に
登
校
し
て
い
き
ま
し

た
。
授
業
が
終
わ
る
と
公
民
館
に
下
校
し
、
片
付
・
掃
除
、
反
省

会
を
行
い
、
通
学
合
宿
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

親
元
を
離
れ
異
学
年
の
集
団
で
衣
食
住
を
共
に
す
る
取
り
組
み

は
５
年
ぶ
り
の
開
催
。次
回
は
大
勢
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

通
学
合
宿

13:00 公民館集合
13:10 はじめの会
13:30 買い物（徒歩）
15:00 夕食準備
◎福祉教室 … 炊き出し体験
17:00 夕飯・片付
18:00 お風呂（くつろぎの郷）
19:00 ニュースポーツ体験
20:00 映画鑑賞
21:00 就寝準備
21:30 消灯
5:30 起床
5:50 朝食準備
6:30 朝食・片付・登校

授業終わり次第、公民館へ下校
片付け・掃除

16:30 反省会
17:00 終わりの会
17:30 解散

9
/
2
9

（
一
日
目
）

9
/
3
0

（
二
日
目
）

【　日 程 表　】
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地
域
の
お
宝
と
し
て
、
春
・
秋
の
お
彼
岸

の
中
日
に
美
会
地
区
荻
之
久
保
で
念
仏
講
の

活
動
し
て
い
る
現
場
を
伺
い
ま
し
た
。

大
き
な
数
珠
を
回
し
な
が
ら

「
な
ん
ま
い
だ
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）」
と

唱
え
る
。

秋
の
彼
岸
、
お
堂
の
「
延
命
地
蔵
」
に
お

供
物
と
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
、
大
き
な
数
珠
の

周
り
を
輪
に
な
り
、
輪
の
内
側
に
御
講
の
当

番
が
入
り
鉦
を
打
ち
鳴
ら
し
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
皆
で
唱
え
な

が
ら
、先
祖
供
養
の
ほ
か
、家
内
安
全
、無
病
息
災
の
御
利
益
を
願
い
、

房
が
付
い
た
大
き
な
珠
を
拝
み
な
が
ら
数
珠
を
回
し
、
講
中
の
減
少

や
当
日
参
加
で
き
な
い
方
が
い
る
な
か
７
人
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昔
は
女
性
が
主
体
、
現
在
は
男
女
問
わ
ず
講
中
が
協
力
し
合
い

行
っ
て
い
ま
し
た
。御
講
の
後
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
す
る「
お

茶
っ
こ
」（
お
茶
講
、
お
茶
会
）。
自
家
製
の
料
理
を
持
寄
る
重
箱
は

な
く
な
り
、
当
番
が
用
意
し
た
茶
菓
子
で
身
近
な
世
間
話
で
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
…

同
じ
彼
岸
日
に
、上
野
地
区
鶴
牧
田
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。一

年
前
は
夏
和
和
田
地
区
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、講
中
の
高
齢

化
で
地
域
の
活
動
が
一
つ
消
え
ま
し
た
。
古
老
か
ら
葬
儀
や
通
夜
な

ど
に
会
葬
者
と
念
仏
講
員
で
仏
の
供
養
を
し
て
い
た
と
聞
い
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
も
し
や
各
地
区
の
お
堂
に
使
わ
れ
た
大
数
珠
が
人
の

記
憶
か
ら
忘
れ
ら
れ
ホ
コ
リ
に
埋
も
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

念
仏
講
の
成
り
立
ち

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
事
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
が
死

後
に
極
楽
へ
行
け
る
と
い
う
浄
土
宗
の
教
え
が
、
平
安
末
期
か
ら
鎌

倉
に
か
け
て
民
衆
に
普
及
。
空く
う
や也
（
空
也
念
仏
）
か
ら
良り
ょ
う
に
ん忍
（
融

通
念
仏
）
へ
、
一い
っ
ぺ
ん遍
（
踊
り
念
仏
）
へ
と
展
開
し
、
遊ゆ
う
ぎ
ょ
う行
上
人
な

ど
の
活
動
で
民
衆
へ
浸
透
。
法ほ
う
ね
ん然
、
親し
ん
ら
ん鸞
な
ど
の
宗
教
団
体
が
民

衆
に
普
及
。
近
世
の
江
戸
中
期
に
諸
国
を

遊
行
し
て
広
め
た
浄
土
宗
の
僧 

徳と
く
ほ
ん本
行
者

が
信
濃
路
に
入
り
、
小
川
村
に
影
響
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
つ

頃
始
め
た
か
は
不
明
で
す
。

地
域
の
お
宝

念
仏
講
（
荻お

ぎ
の之
久く

ぼ保
）

発
見
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命
を
繋つ

な

ぐ
井
戸
水

☆
通
行
人
の
憩
い
の
場

成
就
四
久
保
バ
ス
停
の

そ
ば
に
、
井
戸
の
余
水
を

溜
め
て
い
る
用
水
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

蓋
で
覆
わ
れ
て
お
り
普
段

は
目
に
つ
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
村
営
水
道
が

竣
工
す
る
40
年
以
上
前
か

ら
、
杓
子
で
通
行
人
の
喉
を
潤
す
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
い

ま
し
た
。
井
戸
の
持
ち
主
に
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

☆
生
活
用
水
と
し
て

屋
敷
の
隣
に
井
戸
を
掘
り
、
底
に
溜
ま
っ
た
水
で
飲
用

水
や
お
風
呂
、
洗
濯
な
ど
生
活
に
関
わ
る
全
て
の
水
を
こ
の

井
戸
か
ら
得
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
の
井
戸
の

水
は
、
生
活
用
水
で
の
利
用
以
外
に
も
身
の
周
り
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
や
病
気
を
予
防
す
る
衛
生
面
に
も
一
役
担
っ
て
い

ま
し
た
。

☆
井
戸
水
が
医
療
を
支
え
た

今
か
ら
60
年
前
の
昭
和
39
年
ま
で
、
こ
の
井
戸
の
隣
に

診
療
所
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
今
は
、
長
野
市

安
茂
里
差
出
で
診
療
し
て
い
る
「
金
木
医
院
」
で
す
。
当
初

は
こ
の
井
戸
の
持
ち
主 

和
田
久
助
医
師
が
診
療
所
を
開
業

し
ま
し
た
が
、
金
木
医
院
も
縁
あ
っ
て
４
、５
年
間
こ
の
場

所
で
診
療
を
行
い
ま
し
た
。
金
木
医
院
が
診
療
を
行
う
前
の

約
５
年
間
は
４
人
の
医
師
が
代
々
診
療
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
開
業
当
時
の
井
戸
の
水
量
で
は
診
療
を
行
え
な
い
た

め
、
横
井
戸
で
必
要
な
水
量
を
確
保
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
き
れ
い
な
水
は
汚
れ
た
患
部
を
消
毒
す
る
こ
と
が
出

来
る
た
め
、
伝
染
病
予
防
に
一
役
担
っ
て
き
ま
し
た
。
き
れ

い
な
井
戸
水
を
利
用
し
衛
生
的
に
努
め
る
こ
と
で
、
病
を
克

服
し
ま
し
た
。

☆
湧
き
出
る
水
で
…

常
に
湧
き
出
す
水
は
、
井
戸
の
余
水
と
し
て
、
用
水
を

流
れ
て
池
を
満
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
下
流
の
田
ん
ぼ
の
水

源
と
し
て
、
有
効
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

用
水
は
道
を
通
る
人
の
潤
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
池

に
は
鯉
が
放
た
れ
て
疲
れ
切
っ
た
医
師
の
心
身
を
癒
し
ま
し

た
。
井
戸
水
を
利
用
し
た
米
作
り
は
当
時
の
食
生
活
の
豊
か

さ
を
表
し
て
い
ま
し
た
が
、

時
代
と
と
も
に
田
ん
ぼ
は

道
路
改
良
で
役
目
を
終
え
、

今
は
跡
形
も
無
く
な
っ
て

い
ま
す
。
唯
一
残
っ
た
池

の
ふ
ち
に
は
ト
ノ
サ
マ
ガ

エ
ル
が
今
年
の
暑
さ
を
し

の
ぐ
よ
う
に
泳
い
で
い
ま

し
た
。
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